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研究試料として選んだ杵蚕フイブロインには a， ﾟ 2 つの結晶形態があり， 56 0C 以上で乾燥
すると戸型(絹フイブロイン繊維の構造に相当)となり，それ以下では α 型となる。 α型はX
線回折，赤外吸収スペクトノレから， α-poly -L-alanine の結晶構造に相当する乙とを明らかにし
た。したがって杵蚕フイブロインは絹糸腺内において配七elix を合み (10--20%) 球状構造を
とるものと推定した。 α-ß 転移は熱処理のほかアノレコーノレ等の極性溶媒， 酸処理等によっても
ひきおこされる。
これに対し家蚕フイプロインは後部・中部・前部糸腺と移行するに従がい， random coi1構造
(若干の parallel ß を含む)から α フイプロインとして中部糸腺内に貯蔵され，再び 8 構造
をとり吐糸される。 この α 型は α-helix でも cross 同でもなく絹モデノレ物質(ーGly-Ala-)n
と比較検討した結果， polyglycine n と α-poly-L- alanine の中間の構造をとるものと推定し
た。 1 アミノ酸残基の長さは 2.3A であり ， ß 型の 3.5A にくらべかなり短縮している。 なお
絹フイブロイン溶液にメタノーjレを加えると戸化するが，乙れは cross ß であることを赤外 2
色性から明らかにした。
つぎに絹フイブロイン溶液からの結品化機構を検討した。 再生ブイブロイン溶液は random
coi1構造をとり， 40 0C 以下では α 型に，それ以上では 3 型に結晶化する。




ることを見出した。前部糸腺内では杵蚕の場合，ほとんど α-helix 構造は失なわれている。 生
フイプロインの機械的変性についての実験結果は， 濃度，温度， Ca++ の増加によりずり速度は
減少することを示した。
つぎに倍率の異なる杵蚕テグスについて広角・小角 X線回折からつぎのような乙とを明らかに





インの分解点は野蚕 (約350 0C) の方が家五(約305 0C) より高温側にある。 これら分解点は結
晶化度の上昇により高温側にシフトする。
家蚕フイプロインでは α-13 転移を検出できなかったが，杵蚕では液状絹で 540C に，凝固フ
イブロインで 200 0C に吸熱ピークが現われた。これはX線的結果とも一致した。 セリシンでは
絹糸腺より剥離したものでは 223 0C に絹糸より熱湯抽出したものでは 200 0C に結晶の分解に
伴う l及熱ピークが現われた。
おわりにエリ五フイブロイン収縮性を検討し，その原因が:jl::品傾域への水の没入により起こさ
れることをつきとめた。この収縮を防ぐには 130 0C 以上で湿熱処理を行-なうと効果がある。 こ


















(1) 従来構造不明であった α 型フイブロインはその構造上グリシノレアラニン α 型と同一で
α-helix を含むものであることがわかった。
(2) 別に再生絹フイプロインを用いて α 型フイブロインの球品を作ることに成功し， その構造
を確めると共にその発生条件を知ることができた。
(3) 絹糸腺→吐糸管→吐糸の経路を通るに従い，ブイプロインが α 型から cross-ß 型へ，さら
l乙 3 型へと転移することを，光学的，赤外吸収，電顕， X線回折， 熱解析をも併用して確め
ることができた。
(4) 紡糸された状態では， 70%近い水が瞬時にブイブロインと分離し，繊維内で微細なボイドを
形成していることがX線小角散乱などで確かめられた。
以上内容の詳細については，その性質上やや問題を拡げすぎた感はあるが，構造上多くの未解
決の問題を解明，物性的研究への有力な実験事実を提供した意義は大きい。よって理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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